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地域の痛みを謙虚に受け止めて地域がどうあるべきか、どう再生していくのかを考える機会を与えられる」
環境都市工学科５年 環境保全工学（環境問題）選択[担当]奥村充司 2単位
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［設問１］「痛みの科学」の最新研究成果から、痛みを軽減する方法を３つ挙げなさい。(100字以内)
［設問２］人の身体の痛みを地域の環境問題に置き換えてその解決策を設問１の方法とのアナロジーで考察しなさい。（400字～800以内）
なお、レポートは次ページの様式で1ページにまとめてメールにて提出すること。ファイル名は「HOZEN5B20090701**.doc」とする。ダウンロードしたファイル名に出席番号を加える。（**は出席番号で一桁の学生は0*とする）提出先okumura@fukui-nct.ac.jp
締め切りは７月８日の午前８時までとする。
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［設問１］
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